
















































































記事を 2 ヶ月ごとに寄稿し、それを 1929 年まで続けている。一方、








































































































































































































































































の統括者になったこともあり、モランは 1921 年から 24 年まで「文学・
芸術部門」の切り盛りを任されることになる14）。海外教育を担当してい
た部局と 1915 年に設置され戦時中のプロパガンダを担っていた情報局
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